
キトサンの緑カビ菌への抗菌性テスト
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キトサンのペニシリウム（⻘カビ）菌に対する抑制効果

ペニシリウム（⻘カビ）菌の発芽と発芽管の⻑さの検証
条件︓（寒天培地）12時間接種後の比較

内 容
キトサン未使用（対象区）
キトサン1mg/mL(0.1%)
キトサン5mg/mL(0.5%)

発芽率（％）
82.00±2.46
3.37±0.67
0.00±0.00

発芽管の⻑さ（μｍ）
116.67±6.03
17.67±2.52
0.00±0.00

中国海洋⼤学 食品科学部門

結果︓ キトサン0.1で96％、0.5％で100％の発芽抑制



低分子キトサンによる収穫後カンキツの品質と棚もち
台湾大学 農業・生物資源部門 2005年

未使用
▶2週目で90％以上

4週目で100％感染

0.1％防カビ剤（TBZ）
チアベンダゾール

▶4週目で約80％が感染

0.1％低分子キトサン
▶4週目では40％以下に抑制
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マーコットによる試験

条件︓コーティング後15℃で保存し8週間の比較

マーコットはタンゴールの一種。
ミカンとオレンジの交雑種のこ
とを「タンゴール」といいます。
他に、伊予柑、清⾒なども同じ
タンゴールの仲間。



果⽪コーティングによる収穫後カンキツの重量減少率
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マーコットによる試験

条件︓コーティング後15℃で保存し8週間の比較



キトサンの緑カビ・⻘カビに対する効果のまとめ

▶キトサン0.1％、0.5％溶液は、共に
⻘カビ（ペニシリウム菌）に対して抑制作用を⽰した。
※0.5％溶液は、12時間後100％抑制
※0.1％溶液は、12時間後 96％抑制

▶0.1％低分子キトサン溶液のコーティングは、
15℃、8週（56日）後の比較において
防カビ剤に⽐べて、感染率、重量低減率共に優れていた。

▶▶ランドグリーンPRO
原液は３％の低分子キトサン溶液

▶▶10-30倍希釈でカンキツ類をコーティングした場合、
同様な効果が期待できる。
コーティングは、溶液にドブ漬けし、その後乾燥させる。



実際のキトサン散布の例

▶収穫期間中にキトサンを15日ごとに1000倍散布

▶収穫前2回ほどは500倍散布

▶キトサンを果⽪に残して収穫する

キトサン散布による期待できる作用

キチナーゼにより緑カビ、⻘カビ菌を分解。
その他、エチレン、抗菌物質ファイトアレキシンなど
の相乗効果で、感染を抑制する。


